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町
教
育
委
員
会
が
作
製
し
た
『
ふ
れ
あ

い
マ
ッ
プ
』
の
各
コ
ー
ス
を
ぶ
ら
り
旅
す

る
こ
と
に
し
た
。
今
回
は
「
史
跡
め
ぐ
り

コ
ー
ス
」
を
巡
っ
た
。

東
部
小
学
校
か
ら
ス
タ
ー
ト
を
切
る
。

朝
方
の
雨
で
地
面
が
少
し
ぬ
れ
て
い
る
。

友
人
が
「
わ
が
母
校
で
す
よ
」
と
言
い
な

が
ら
、
自
慢
げ
に
校
歌
を
口
ず
さ
む
。
時

よ
り
吹
く
風
は
秋
の
風
で
気
持
ち
が
い
い

が
、
彼
の
歌
声
は
い
ま
い
ち
。

民
家
の
間
の
細
道
を
通
り
、
第
二
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
の
谷
性
寺
へ
と
向
か
う
。
寺

に
着
く
。
境
内
は
と
て
も
静
か
。
奥
の
墓

地
の
方
か
ら
線
香
の
に
お
い
が
漂
う
。
六

地
蔵
が
穏
や
か
な
顔
を
し
て
立
ち
並
ん
で

い
る
。
軽
く
会
釈
を
し
て
次
へ
進
む
。

少
し
歩
く
と
、
第
三
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
の
光
西
寺
の
屋
根
が
見
え
て
く
る
。
規

則
正
し
く
並
べ
ら
れ
た
瓦
と
反
り
は
立
派

で
美
し
い
。
寺
の
山
門
を
く
ぐ
る
。
右
手

は
東
部
保
育
園
。
普
段
は
元
気
な
子
ど
も

た
ち
の
声
で
に
ぎ
や
か
な
園
も
、
今
日
は

休
み
で
ひ
っ
そ
り
と
し
て
い
る
。
ツ
ク
ツ

ク
ボ
ウ
シ
の
鳴
き
声
だ
け
が
境
内
に
響
く
。

鐘
楼
堂
横
に
滑
り
台
が
あ
る
。
友
人
の

目
の
色
が
変
わ
り
、
瞳
は
子
ど
も
の
よ
う

に
輝
い
て
い
る
。
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
、

滑
り
台
に
駆
け
寄
り
、
私
の
顔
色
を
う
か

が
う
。
「
は
ず
か
し
い
か
ら
や
め
と
け
よ
」

と
目
で
合
図
を
送
る
。
友
人
は
滑
る
の
を

あ
き
ら
め
、「
子
ど
も
は
ど
う
し
て
滑
り
台

で
遊
ぶ
の
が
好
き
な
の
で
す
か
ね
え
」
と

私
に
問
い
掛
け
る
。「
君
が
一
番
分
か
っ
て

い
る
だ
ろ
う
」
。
「
・
・
・
・
」
。
（
笑
）

第
四
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
熱
田
社
は

光
西
寺
の
す
ぐ
西
隣
り
。
熱
田
社
に
立
ち

寄
る
。

常
舞
台
が
残
る
。
昭
和
三
十
年
ご
ろ
ま

で
村
芝
居
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
近
在
の

人
々
が
熱
心
に
観
劇
を
楽
し
ん
だ
場
所
で

あ
る
。
常
舞
台
正
面
上
部
に
一
対
の
「
力

神
」
が
境
内
を
見
張
る
。
眼
光
す
る
ど
く
、

寄
木
彫
り
の
彫
刻
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
力

強
い
。

樹
齢
は
不
明
だ
が
、
安
永
三
（
一
七
七

四
）
年
に
熱
田
社
が
建
て
替
え
ら
れ
る
際
、

植
樹
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
二
本
の 
楠 

く
す
の
き

（
町
指
定
天
然
記
念
物
）
が
大
切
に
保
護

さ
れ
て
い
る
。
む
き
出
し
に
な
っ
た
楠
の

根
っ
こ
付
近
で
ア
リ
た
ち
が
、
自
分
の
体

よ
り
も
大
き
な
昆
虫
の
亡
き
骸
を
一
生
懸

命
運
ぶ
。
自
分
た
ち
の
食
事
と
し
て
巣
ま

で
運
ん
で
い
く
の
だ
ろ
う
。「
頑
張
れ
」
と

二
人
で
声
援
を
送
る
。「
力
神
」
も
身
を
乗

り
出
し
て
応
援
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え

た
。次

回
へ
続
く
。

町教育委員会作製の「 ふれあいマッ プ」

宮津公民館 

蟹田川 

⑥宮津の町並み 

二子塚古墳 二子塚古墳 ⑤ 

⑦ 

　 宮津公園 

秋葉神社 

③ 

② 

⑨ 

⑧ 

④ 

① 

熱田社 熱田社 

光西寺 
東
部
保
育
園 

東
部
小
学
校

東
部
小
学
校 

谷性寺 

東
部
小
学
校 

大山車鞘蔵 

萩の常夜灯 萩の常夜灯 

法久院 

大山祗神社 
英
比
川 

阿
久

比
川 

大池脇池 

屋郷池 

宮津熱田社常舞台正面上部の「 力神」

史跡めぐ り コ ース
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第
五
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
「
二
子
塚

古
墳
」
か
ら
ぶ
ら
り
旅
を
再
開
。

二
子
塚
古
墳
は
古
墳
時
代
中
期
後
半
の

前
方
後
円
墳
で
町
の
指
定
文
化
財
に
な
っ

て
い
る
。
本
格
的
な
発
掘
調
査
は
行
わ
れ

て
い
な
い
と
の
こ
と
。
こ
ん
も
り
と
盛
り

上
が
っ
た
二
つ
の
神
秘
的
な
丘
。
何
が

眠
っ
て
い
る
の
か
興
味
津
々
だ
。

第
六
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
「
宮
津
の

町
並
み
」
を
歩
く
。
狭
い
路
地
が
多
く
、

道
は
そ
れ
ぞ
れ
の
民
家
へ
と
続
く
。
昔
な

つ
か
し
い
板
塀
の
家
並
み
が
残
る
。
車
の

通
り
も
少
な
く
、
静
か
な
雰
囲
気
が
漂
う
。

首
輪
に
鈴
を
付
け
た
猫
な
ら
ぬ
犬
が
、
短

い
足
で
チ
ョ
コ
チ
ョ
コ
と
私
た
ち
の
前
を

横
切
っ
て
い
く
。
と
て
も
の
ど
か
だ
。

町
並
み
を
通
り
抜
け
、
東
へ
歩
く
と
常

夜
燈
を
発
見
。
そ
の
横
の
坂
道
は
第
七

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
「
秋
葉
神
社
」
へ
と

続
く
。
坂
道
の
石
段
を
数
え
な
が
ら
登
っ

て
い
く
。「
秋
葉
神
社
か
、
ア
キ
バ
系
で
す

よ
ね
」
途
中
で
友
人
が
つ
ま
ら
な
い
こ
と

を
い
う
の
で
、
数
え
た
石
段
の
数
を
忘
れ

て
し
ま
う
。

「
柳
審
城
」
と
呼
ば
れ
る
城
が
あ
っ
た

と
伝
承
が
残
る
地
に
秋
葉
神
社
は
建
つ
。

こ
こ
か
ら
西
側
を
望
む
と
阿
久
比
川
を
中

心
と
し
た
田
園
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

実
り
の
秋
。
稲
穂
を
付
け
た
田
は
黄
金
色

と
黄
緑
色
に
、
穂
が
こ
れ
か
ら
と
い
う
田

は
緑
色
と
三
つ
の
色
を
か
も
し
だ
す
田
園

は
今
の
時
期
に
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
一
望
で
き
る
景
色
も
素
晴
ら
し
い
が
、

自
然
が
作
り
出
す
色
も
見
事
だ
。「
ア
キ
バ

系
で
言
う
と

萌
え

か
な
あ
」
と
友
人

が
つ
ぶ
や
く
。（
漫
画
好
き
と
聞
い
て
は
い

た
が
友
人
は
以
外
と

オ
タ
ク

な
の
か

も
し
れ
な
い
）

第
八
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
「
萩
の
常
夜

燈
」
を
通
過
し
て
、
最
後
の
第
九
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
「 
萩 
大 
山 
車 
鞘 
蔵 
」
に
到
着
。

は
ぎ 
お
お 
や
ま 
し
ゃ 
さ
や 
ぐ
ら

流
れ
る
汗
を
タ
オ
ル
で
ぬ
ぐ
い
、
鞘
蔵
の

前
に
座
り
込
み
休
息
を
取
る
。

出
発
地
点
の
東
部
小
学
校
へ
と
向
か
う
。

キ
ン
モ
ク
セ
イ
の
木
が
民
家
の
庭
先
に
見

え
る
。
花
を
咲
か
せ
、
秋
風
と
と
も
に
、

甘
い
香
り
を
運
ぶ
の
も
、
間
も
な
く
の
こ

と
だ
ろ
う
。「
♪
晴
れ
わ
た
る　

空
は
青
空

夢
と
希
望
と　

白
雲
と
♪
」
。
友
人
が
歌
う
。

「
今
日
の
日
に
ぴ
っ
た
り
の
詞
だ
ね
え
。

そ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
ど
こ
か
で
聞
い
た
よ
な

あ
」
と
私
が
聞
く
。「
我
が
母
校
、
東
部
小

校
歌
の
第
三
番
で
す
」
。
史
跡
め
ぐ
り
コ
ー

ス
は
友
人
の
歌
に
始
ま
り
、
歌
で
終
わ
っ

た
。

宮津の町並み

秋葉神社の参道入口に建つ常夜燈

宮津公民館 

蟹田川 

⑥宮津の町並み 

二子塚古墳 二子塚古墳 ⑤ 

⑦ 

　 宮津公園 

秋葉神社 

③ 

② 

⑨ 

⑧ 

④ 

① 

熱田社 熱田社 

光西寺 
東
部
保
育
園 

東
部
小
学
校

東
部
小
学
校 

谷性寺 

東
部
小
学
校 

萩大山車鞘蔵 

萩の常夜灯 萩の常夜燈 

法久院 

大山祗神社 
英
比
川 

阿
久

比
川 

大池脇池 

屋郷池 

史跡めぐ り コ ース



広報あぐ い　２００７年１０月１５日号

7

「
ご
ん
げ
ん
山
」
コ
ー
ス
を
ぶ
ら
り
旅

に
出
掛
け
た
。

第
一
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
「
丸
山
公
園
」

か
ら
ス
タ
ー
ト
を
切
る
。
朝
か
ら
雨
が
降

り
一
週
間
前
の
気
温
と
は
か
な
り
違
い
、

肌
寒
さ
さ
え
感
じ
る
。
勤
労
福
祉
セ
ン

タ
ー
南
で
、
災
害
時
の
飲
料
水
を
確
保
す

る
た
め
の
貯
水
槽
工
事
が
進
む
。
中
部
保

育
園
横
の
細
道
を
通
り
抜
け
、
第
二

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
「
雲
谷
寺
」
に
着
く
。

山
門
に
彫
ら
れ
た
龍
の
彫
刻
は
迫
力
が
あ

る
。
少
し
境
内
を
散
策
し
て
先
を
急
ぐ
。

第
三
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
「
平
泉
寺
」

に
到
着
。
西
か
ら
境
内
に
入
る
。
文
治
六

（
一
一
九
〇
）
年
、
源
頼
朝
が
野
間
大
坊

に
父
義
朝
の
墓
参
り
を
し
た
帰
途
に
立
ち

寄
っ
た
場
所
で
あ
る
。
頼
朝
公
は
こ
の
寺

か
ら
見
た
中
秋
の
名
月
の
美
し
さ
を
賞
し

て
、「
大
乗
坊
」
か
ら
「
円
月
坊
」
と
称
す

る
よ
う
に
命
じ
た
と
言
わ
れ
、
そ
れ
以
来

坊
内
を
円
月
坊
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
よ

う
だ
。

「
イ
イ
ク
ニ
（
一
一
九
二
）
つ
く
ろ
う

鎌
倉
さ
ん
の
頼
朝
さ
ん
で
す
よ
ね
。
こ
こ

で
月
を
見
な
が
ら
、
や
っ
ぱ
り
団
子
も
食

べ
た
ん
で
す
か
ね
え
。
と
こ
ろ
で
先
日
の

中
秋
の
名
月
を
見
ま
し
た
か
」
と
友
人
が

私
に
話
し
掛
け
る
。
「
プ
ロ
野
球
セ
・
リ
ー

グ
の
優
勝
争
い
が
気
に
な
っ
て
月
ど
こ
ろ

じ
ゃ
な
か
っ
た
よ
。
い
ら
い
ら
し
て
団
子

を
二
つ
も
食
べ
ち
ゃ
っ
て
、
胃
が
も
た
れ

て
寝
つ
き
が
悪
か
っ
た
よ
」
。
友
人
は
興
奮

し
て
し
ゃ
べ
る
私
を
見
て
そ
れ
以
上
話
し

掛
け
て
こ
な
か
っ
た
。

平
泉
寺
を
後
に
し
て
少
し
坂
に
な
っ
た

参
道
を
南
へ
下
っ
て
い
く
。
第
四
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
「
唐
松
の
井
戸
」
は
す
ぐ
目

の
前
。
こ
の
井
戸
は
円
仁
（
慈
覚
大
師
）

の
祈
と
う
に
よ
り
水
が
湧
き
出
し
、
農
民

を
日
照
り
か
ら
助
け
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

今
日
は
天
か
ら
水
が
落
ち
て
き
て
私
た
ち

の
足
元
を
ぬ
ら
す
。
恵
み
の
水
で
は
な
く

無
情
の
雨
で
あ
る
。

県
道
に
出
る
。
道
沿
い
の
土
手
に
赤
い

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
が
花
開
く
。
今
年
の
夏
の
猛

暑
の
影
響
で
例
年
に
比
べ
る
と
、
花
が
咲

き
始
め
る
の
が
遅
い
よ
う
だ
。
ど
こ
と
な

く
意
味
深
げ
な
花
。
巻
き
つ
く
よ
う
な
花

の
形
は
ど
こ
か
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
。
雨
に
ぬ

れ
る
と
何
と
な
く
寂
し
さ
も
加
わ
り
、
一

層
不
思
議
さ
を
増
す
。
「
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
か
。

う
ー
ん
。
思
い
出
せ
な
い
な
。
ヒ
ガ
ン
バ

ナ
。
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
」
友
人
が
何
を
思
い
出

そ
う
と
し
て
い
た
の
か
、
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
同

様
に
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
で
あ
っ
た
。

第
五
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
「
八
幡
神

社
」
ま
で
来
て
、
今
回
の
ぶ
ら
り
旅
を
終

え
た
。
次
回
に
つ
づ
く
。

① ② 

③ 

④ ④ 

⑤ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

丸山公園 丸山公園 

中部 

保育園 

中部 

保育園 

雲
谷
寺

雲
谷
寺 

雲
谷
寺 

平
泉
寺

平
泉
寺 

平
泉
寺 

唐松の井戸 唐松の井戸 

八幡神社 八幡神社 

⑥ ⑥ 

⑦ ⑦ 

南部小学校 南部小学校 

植公民館 植公民館 

南
部
保
育
園

南
部
保
育
園 

南
部
保
育
園 

蓮
慶
寺

蓮
慶
寺 

蓮
慶
寺 

神
明
社

神
明
社 

神
明
社 

五
郷
社

五
郷
社 

五
郷
社 

植
公
園 

西
狐
谷
池

西
狐
谷
池 

西
狐
谷
池 

観
音
寺

観
音
寺 

矢口 

公民館 

矢口 

公民館 

高岡老人憩の家 

県
道

南
粕

谷
半

田
線 

前
田

川 

阿久比川 

名鉄河和線 

植大駅 

〒 ○ 
阿久比 

郵便局 

観
音
寺 勤労福祉 

センタ ー 

勤労福祉 

センタ ー 

史跡めぐ り コ ース

町教育委員会作製の「 ふれあいマッ プ」

土手に咲く ヒ ガンバナ
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ご
ん
げ
ん
山
コ
ー
ス
の
第
六
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
「
南
部
小
学
校
」
か
ら
歩
き
始

め
る
。
前
回
は
雨
に
降
ら
れ
た
が
今
日
は

秋
空
の
い
い
天
気
。
フ
ェ
ン
ス
越
し
に
小

学
校
を
眺
め
る
。
休
日
と
あ
っ
て
小
学
校

の
校
庭
は
ひ
っ
そ
り
と
静
ま
り
返
っ
て
い

る
。　
　

「
新
聞
に
阿
久
比
町
で
野
生
の
キ
ツ
ネ

が
発
見
さ
れ
た
記
事
が
載
っ
て
い
た
よ

ね
」
。
「
見
ま
し
た
よ
。
今
日
の
ご
ん
げ
ん

山
コ
ー
ス
で
『
ご
ん
ぎ
つ
ね
』
の
仲
間
た

ち
に
会
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
え
」
。
か

す
か
な
期
待
を
い
だ
き
な
が
ら
友
人
と
の

会
話
を
続
け
、
南
の
方
へ
少
し
歩
く
と
第

七
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
「
植
公
民
館
」

に
到
着
す
る
。

私
財
を
投
じ
て
公
民
館
建
設
に
尽
力
し

た
と
い
う
女
性
の
銅
像
が
建
つ
。「
多
分
す

て
き
な
人
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
あ
」
と
友

人
と
話
し
な
が
ら
銅
像
に
向
か
い
手
を
合

わ
せ
る
。

町
並
み
を
進
む
。
民
家
の
板
壁
に
、
今

で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
、
蚊
取

線
香
や
農
機
具
の
看
板
が
張
ら
れ
て
い
る
。

メ
ッ
キ
が
は
が
れ
茶
色
い
さ
び
が
目
立
つ
。

黒
色
の
壁
に
、
昔
懐
か
し
い
看
板
は
昭
和

の
時
代
に
戻
っ
た
よ
う
な
レ
ト
ロ
な
雰
囲

気
を
か
も
し
だ
す
。

第
八
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
は
「
神
明
社
」
。

神
社
へ
南
か
ら
上
る
石
段
と
南
東
か
ら
上

る
 

女 
坂 

と
呼
ば
れ
る
参
道
の
接
点
に

お
ん
な 

ざ
か

『 
磐 
座 
』
と
よ
ば
れ
る
石
が
あ
る
。
古
代

い
わ 
く
ら

の
ご
神
体
で
祭
り
の
際
、
神
が
鎮
座
す
る

場
所
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
私
が

女
坂
か
ら
上
り
、
友
人
は
石
段
を
上
る
。

途
中
で
一
緒
に
な
り
、
最
後
は
二
人
で
磐

座
の
場
所
に
着
く
。
四
方
を
柵
で
囲
っ
た

中
に
、
し
め
縄
が
飾
ら
れ
た
石
が
ま
つ
ら

れ
る
。
薄
暗
い
境
内
の
入
り
口
で
、
木
漏

れ
日
が
と
が
っ
た
石
の
先
に
当
た
る
。
そ

の
光
景
は
、
何
か
が
飛
び
出
し
て
く
る
前

兆
の
よ
う
な
光
の
輝
き
を
発
し
、
と
て
も

神
秘
的
で
あ
る
。

新
美
南
吉
の
童
話
『
ご
ん
ぎ
つ
ね
』
の

舞
台
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
第
九
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
「
五
郷
社
」
に
立
ち
寄
る
。

神
社
の
あ
る
森
を 
権 
現 
山 
と
呼
ぶ
。
第
十

ご
ん 
げ
ん 
や
ま

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
「 
西 
狐 
谷 
池 
」
か

に
し 

き
つ
ね 

だ
に 

い
け

ら
権
現
山
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。
池
の

水
面
に
山
が
映
る
。
友
人
は
「
『
逆
さ
富
士
』

な
ら
ぬ
『
逆
さ
権
現
山
』
で
す
ね
」
と
言

い
な
が
ら
腕
を
組
み
、
あ
ご
の
下
を
手
の

ひ
ら
で
な
で
る
。

最
後
の
第
十
一
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

「
観
音
寺
」
が
見
え
て
き
た
。「
キ
ツ
ネ
は

現
れ
な
か
っ
た
ね
」
。
「
そ
う
で
す
ね
。
こ

れ
を
見
て
く
だ
さ
い
よ
。
コ
ー
ン
。
コ
ー

ン
」
と
友
人
が
両
手
で
キ
ツ
ネ
の
顔
を
作

り
、
か
く
し
芸
を
見
せ
て
く
れ
た
。
私
は

目
を
細
め
た
。

① ② 

③ 

④ ④ 

⑤ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

丸山公園 丸山公園 

中部 

保育園 

中部 

保育園 

雲
谷
寺

雲
谷
寺 

雲
谷
寺 

平
泉
寺

平
泉
寺 

平
泉
寺 

唐松の井戸 唐松の井戸 

八幡神社 八幡神社 

⑥ ⑥ 

⑦ ⑦ 

南部小学校 南部小学校 

植公民館 植公民館 

南
部
保
育
園

南
部
保
育
園 

南
部
保
育
園 

蓮
慶
寺

蓮
慶
寺 

蓮
慶
寺 

神
明
社

神
明
社 

神
明
社 

五
郷
社

五
郷
社 

五
郷
社 

植
公
園 

西
狐
谷
池

西
狐
谷
池 

西
狐
谷
池 

観
音
寺

観
音
寺 

矢口 

公民館 

矢口 

公民館 

高岡老人憩の家 

県
道

南
粕

谷
半

田
線 

前
田

川 

阿久比川 

名鉄河和線 

植大駅 

〒 ○ 
阿久比 

郵便局 

観
音
寺 勤労福祉 

センタ ー 

勤労福祉 

センタ ー 

ごんげん山コ ース

五郷社の入り 口付近

西狐谷池に映る“ 逆さ 権現山”
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十
月
十
三
日
、
町
青
少
年
健
全
育
成
地

区
推
進
員
連
絡
協
議
会
主
催
の
「
ふ
れ
あ

い
ハ
イ
ク
」
に
友
人
二
人
と
参
加
し
た
。

コ
ー
ス
は
「
ふ
れ
あ
い
マ
ッ
プ
」
花
か
つ

み
コ
ー
ス
（
花
か
つ
み
園
は
花
の
開
花
時

季
で
な
い
た
め
コ
ー
ス
か
ら
外
れ
る
）
の

短
縮
バ
ー
ジ
ョ
ン
。

午
前
八
時
半
、
集
合
場
所
の
草
木
グ
ラ

ン
ド
で
受
け
付
け
を
済
ま
せ
る
。
ゼ
ッ
ケ

ン
と
記
念
品
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
も
ら
う
。

記
念
品
を
手
に
し
て
喜
ぶ
友
人
の
笑
顔
は

隣
に
い
た
小
学
生
と
同
じ
く
ら
い
に
ま
ぶ

し
い
。
途
中
で
リ
タ
イ
ヤ
し
な
い
よ
う
に

足
首
を
回
し
、
ア
キ
レ
ス
腱
を
伸
ば
す
。

準
備
万
全
、
い
ざ
ス
タ
ー
ト
。

草
木
蓮
池
配
水
場
の
前
を
通
り
農
道
を

歩
き
、
八
幡
神
社
の
前
を
横
切
る
。
田
ん

ぼ
に
は
刈
り
取
っ
た
稲
が

は
ざ

に
掛

け
ら
れ
る
。
柿
の
木
の
実
が
色
づ
く
。
の

ど
か
な
秋
の
風
景
が
広
が
る
。
風
に
流
れ

て
く
る
キ
ン
モ
ク
セ
イ
の
に
お
い
が
心
地

い
い
。
家
族
で
参
加
し
た
親
子
か
ら
は
楽

し
そ
う
な
笑
い
声
が
聞
こ
え
る
。

第
一
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
正
盛
院
が
見

え
て
き
た
。
参
道
入
り
口
で
ク
イ
ズ
ラ

リ
ー
の
問
題
が
出
題
さ
れ
て
い
る
。
正
盛

院
に
は
町
指
定
文
化
財
の
仁
王
門
（
一
七

五
二
年
建
立
）
と
仁
王
像
（
室
町
時
代
初

期
の
作
と
推
定
）
が
あ
る
。

仁
王
像
の
身
長
を
問
う
ク
イ
ズ
だ
。
ふ

れ
あ
い
ハ
イ
ク
参
加
者
が
仁
王
門
の
中
に

収
め
ら
れ
た
仁
王
像
を
の
ぞ
き
こ
む
。
大

き
く
目
を
見
開
い
た
二
体
の
像
が
私
た
ち

を
に
ら
み
つ
け
る
。
「
答
え
分
か
っ
た
？
」

と
友
人
に
尋
ね
る
。「
お
ば
さ
ん
が
③
の
百

八
十
五　

　

だ
と
話
し
て
い
た
の
が
聞
こ
え

チセ
　 ン

て
き
た
の
で
③
に
し
よ
う
か
な
と
思
い
ま

す
」
。
「
そ
う
な
の
。
僕
は
①
の
百
六
十
五

　
　

に
す
る
よ
」
。
 

阿 
吽 
の
呼
吸

で
門
番

あ 

う
ん

チセ
　 ンを

務
め
る
仁
王
像
の
前
で
意
見
の
全
く
か

み
合
わ
な
い
二
人
で
あ
る
。（
正
解
は
②
の

百
七
十
五　

　

）

チセ
　 ン

正
盛
院
境
内
は
イ
チ
ョ
ウ
の
木
か
ら
落

ち
た 
銀 
杏 
の
独
特
な
に
お
い
が
広
が
る
。

ぎ
ん 
な
ん

「
炒
っ
て
食
べ
る
と
お
い
し
ん
だ
よ
。
お

父
さ
ん
の
ビ
ー
ル
の
お
つ
ま
み
に
し
よ
う

か
な
」
と
女
性
が
落
ち
葉
の
中
か
ら
銀
杏

を
拾
う
。
腰
を
下
ろ
し
て
休
ん
で
い
る
と
、

旗
を
持
っ
た
先
頭
が
再
び
歩
き
始
め
た
の

で
後
に
続
く
。

草
木
小
学
校
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
、
友

人
が
参
加
賞
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
手
に
持
っ

て
何
や
ら
紙
に
メ
モ
を
す
る
。
そ
っ
と
の

ぞ
い
て
見
る
と
「
柿
」
と
い
う
文
字
が
書

か
れ
て
あ
る
。「
何
書
い
て
る
の
」
と
聞
く

と
「
秋
を
テ
ー
マ
に
俳
句
で
も
作
ろ
う
か

と
思
い
ま
し
て
」
。
「
へ
え
・
・
・
・
。
期

待
し
て
る
か
ら
」
。
（
そ
の
後
友
人
の
句
は

「
柿
」
か
ら
全
く
筆
が
走
っ
て
い
な
か
っ

た
）次

回
へ
つ
づ
く
。

③ 

① 

② 

正
盛
院 

草木小学校 

草
木

白
沢

線
 文 

花
か
つ
み
園 

平
井
林
池 

草
木
保
育
園 

八
幡
神
社 

多
賀
神
社 

牛作池 

草木池 

下
芳
池 

!
デ
ン
ソ
ー 

阿
久
比
製
作
所 

秋
葉
神
社 

草
木
蓮
池
配
水
場 

オアシスマム 
阿久比菊団地 

草木 
グランド  

愛知用水幹線水路 

草
木
川 

スタ ート  

　 ・ ゴール 

草
木
公
民
館 

西
尾
知
多
線 

正盛院仁王門

ふれあいハイ ク を楽し む参加者
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草
木
金
沢
線
を
西
に
進
み
、
少
し
歩
い

て
右
側
の
農
道
に
入
る
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
コ
ス
モ
ス
が
咲
く
。

「
小
学
校
四
年
生
の
国
語
の
テ
ス
ト
で

『
コ
ス
モ
ス
は
春
夏
秋
冬
の
ど
の
季
節
に

咲
く
花
で
す
か
』
と
い
う
問
題
に
『
春
』

と
答
え
、
不
正
解
だ
っ
た
と
き
か
ら
、
コ

ス
モ
ス
は
『
秋
』
に
咲
く
花
で
あ
る
こ
と

を
覚
え
た
よ
」
と
友
人
に
話
し
た
ら
、「
人

間
は
間
違
え
を
し
て
、
一
歩
ず
つ
物
事
を

覚
え
て
い
く
も
の
な
ん
で
す
ね
。
し
か
し

な
ぜ

秋
桜

と
書
い
て
コ
ス
モ
ス
と
読

む
の
で
し
ょ
う
ね
」
。
「
・
・
・
・
？
」
。
二

人
で
首
を
か
し
げ
る
。

少
し
坂
が
き
つ
く
な
る
。
ふ
れ
あ
い
ハ

イ
ク
参
加
者
の
口
数
が
少
な
く
な
る
。
ハ

ウ
ス
が
連
な
る
第
二
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

の
「
オ
ア
シ
ス
・
マ
ム
阿
久
比
菊
団
地
」

が
見
え
て
き
た
。

風
を
通
す
た
め
に
開
け
ら
れ
た
ハ
ウ
ス

の
窓
か
ら
緑
色
の
菊
の
茎
が
見
え
る
。
こ

こ
で
育
て
ら
れ
て
い
る
菊
は
、
電
気
の
明

か
り
で
日
照
時
間
を
調
節
す
る
こ
と
か
ら

「
電
照
菊
」
と
呼
ば
れ
、
ハ
ウ
ス
は
夕
方

に
な
る
と
一
斉
に
電
灯
が
と
も
る
。
日
照

時
間
を
短
く
す
る
と
花
芽
が
付
き
、
つ
ぼ

み
が
ふ
く
ら
み
開
花
す
る
の
で
、
人
工
的

に
日
照
時
間
を
長
く
し
て
開
花
時
期
を
遅

ら
せ
る
と
の
こ
と
。
菊
を
作
る
人
た
ち
に

は
、
こ
れ
か
ら
正
月
に
か
け
て
と
て
も
忙

し
い
時
期
だ
ろ
う
。

高
台
か
ら
東
の
方
に
三
河
の
山
、
西
の

方
に
鈴
鹿
の
山
が
見
え
る
。
緩
や
か
な
坂

を
下
り
、
し
ば
ら
く
歩
く
と
西
尾
知
多
線

に
ぶ
つ
か
り
、
道
な
り
に
進
む
と
第
三

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
「
多
賀
神
社
」
に

到
着
。

多
賀
神
社
に
は
、 

近 
江 
国 
多 
賀 

お
う 
み
の 
く
に 

た 

が

大 
だ
い

明 
み
ょ
う

神 
じ
ん

が
草
木
地
区
に
現
れ
た
と
き
に
、
神
殿
を

再
築
し
た
い
わ
れ
が
残
る
。

寿
命
の
神

様

と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

友
人
が
大
き
な
声
で
「
知
多
半
島
の
人

た
ち
が
厄
払
い
に
出
掛
け
る
滋
賀
県
の
多

賀
神
社
と
同
じ
流
れ
を
く
む
神
社
ら
し
い

で
す
よ
。
今
年 
前 
厄 
で
、
来
年

ま
え 
や
く

 
厄 
年 
で
す

や
く 
ど
し

よ
ね
」
と
話
し
掛
け
て
く
る
。
周
り
の
人

に
年
が
分
か
る
と
は
ず
か
し
い
年
ご
ろ
な

の
で
「
う
、
う
ん
・
・
・
」
と
返
事
を
ご

ま
か
す
。（
神
社
の
話
は
友
人
に
聞
く
前
か

ら
知
っ
て
い
た
の
で
、
着
い
た
ら
す
ぐ
に

こ
っ
そ
り
と
、
お
参
り
だ
け
は
済
ま
し
て

い
た
私
で
あ
る
。
）

ゴ
ー
ル
ま
で
あ
と
わ
ず
か
に
な
る
。
草

木
グ
ラ
ン
ド
が
見
え
る
。
今
日
は
多
く
の

方
と
会
話
が
楽
し
め
た
。
心
地
い
い
汗
も

か
け
た
。
最
後
に
「
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
ク
」

ス
タ
ッ
フ
か
ら

完
歩
証

の
ス
タ
ン
プ

を
押
し
て
も
ら
う
。
い
つ
も
と
違
う
「
ぶ

ら
り
旅
」
が
で
き
た
。

③ 

① 

② 

正
盛
院 

草木小学校 

草
木

金
沢

線
 文 

花
か
つ
み
園 

平
井
林
池 

草
木
保
育
園 

八
幡
神
社 

多
賀
神
社 

牛作池 

草木池 

下
芳
池 

!
デ
ン
ソ
ー 

阿
久
比
製
作
所 

秋
葉
神
社 

草
木
蓮
池
配
水
場 

オアシス・ マム 
阿久比菊団地 

草木 
グランド  

愛知用水幹線水路 

草
木
川 

スタ ート  

　 ・ ゴール 

草
木
公
民
館 

西
尾
知
多
線 

ごんげん山コ ース

沿道にはき れいな花

ゴールを目指す「 ふれあいハイ ク 」参加者



12

広報あぐ い　２００７年１２月１５日号

ミ
カ
ン
の
お
い
し
い
季
節
が
到
来
。
こ

の
時
期
に
は
ぴ
っ
た
り
の
「
オ
レ
ン
ジ

コ
ー
ス
」
を
ぶ
ら
り
旅
に
出
掛
け
た
。

天
候
は
晴
れ
。 
小 
春 
日 
和 

と
は
今
日

こ 

は
る 

び 

よ
り

の
よ
う
な
日
を
い
う
の
だ
ろ
う
。
太
陽
の

日
差
し
が
ま
ぶ
し
く
暖
か
い
。

第
一
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
「
丸
山
公
園
」

か
ら
ス
タ
ー
ト
を
切
る
。
周
辺
の
ケ
ヤ
キ

の
葉
は
黄
金
色
。
公
園
内
の
地
面
も
落
ち

葉
で
黄
金
色
に
染
ま
る
。「
木
の
葉
が
ヒ
ラ

ヒ
ラ
舞
い
落
ち
る
光
景
は
何
だ
か
寂
し
い

で
す
よ
ね
え
」
ぼ
そ
っ
と
友
人
が
つ
ぶ
や

く
。
「
公
園
に

初
老
を
迎
え
る
男

と

に
や
つ
い
た
男

。
世
間
は
落
ち
葉
よ
り

も
私
た
ち
の
背
中
に
哀
愁
を
感
じ
る
ん

じ
ゃ
な
い
の
か
な
あ
」
。
「
ク
リ
ス
マ
ス
も

近
い
の
に
二
人
で
こ
ん
な
場
所
に
い
る
の

は
お
か
し
い
で
す
よ
ね
・
・
・
」
。

し
ば
ら
く
歩
く
と
、
民
家
の
間
に
一
部

分
だ
け
突
出
し
た
屋
根
瓦
が
顔
を
の
ぞ
か

せ
る
。
頂
上
部
分
に
は

英
比
山

と
刻

ま
れ
た
文
字
が
見
え
る
。
第
二
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
「
東
光
寺
」
で
あ
る
。

菅
原
道
真
の
孫
雅
規
が
開
い
た
と
い
わ

れ
る
東
光
寺
。
雅
規
が 
英
比 
の
郷
を
治
め

あ
ぐ
い

た
い
わ
れ
に
ち
な
み
山
号
を
英
比
山
と
称

す
る
。
寺
は
高
台
に
建
ち
、
参
道
の
坂
道

か
ら
町
の
東
部
が
一
望
で
き
る
。
番
犬
が

私
た
ち
を
歓
迎
し
て
く
れ
る
か
の
よ
う
に

し
っ
ぽ
を
振
っ
て
い
る
。
お
返
し
と
ば
か

り
に
私
た
ち
も
犬
に
手
を
振
り
、
寺
を
後

に
す
る
。

第
三
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
「
阿
久
比
神

社
」
に
立
ち
寄
る
。
今
年
の
阿
久
比
谷
虫

供
養
は
こ
の
場
所
で
行
わ
れ
た
。
入
り
口

横
に
残
さ
れ
た
大
塔
婆
が
虫
供
養
会
場
の

跡
を
残
す
。
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
を
み

せ
た
当
日
と
は
違
い
境
内
は
静
か
だ
。

神
社
を
出
て
、
西
に
向
か
っ
て
歩
く
。

第
四
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
「
阿
久
比
高
校
」

を
通
過
す
る
。
第
五
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

の
「
ミ
カ
ン
畑
」
を
目
指
し
農
道
を
歩
く
。

途
中
で
通
行
止
め
の
道
に
出
く
わ
す
。
回

り
道
を
し
て
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
目
指

し
た
が
道
に
迷
う
。
行
け
ど
も
行
け
ど
も

ミ
カ
ン
畑
が
見
え
て
こ
な
い
。
二
人
に
あ

せ
り
が
出
始
め
る
。

「
遭
難
し
た
ら
ど
う
し
ま
し
ょ
う
ね
」
。

「
遭
難
は
大
げ
さ
だ
ろ
う
。
ま
あ
何
と
か

な
る
さ
」
と
会
話
を
し
て
い
た
矢
先
、
友

人
が
鼻
を
ク
ン
ク
ン
さ
せ
「
甘
酸
っ
ぱ
い

に
お
い
が
し
ま
せ
ん
か
？
多
分
あ
の
奥
が

ミ
カ
ン
畑
で
す
よ
」
と
指
を
差
す
の
で

行
っ
て
み
る
。
一
面
に
鈴
な
り
の
ミ
カ
ン
。

や
っ
と
の
思
い
で
ミ
カ
ン
畑
に
た
ど
り
着

く
。友

人
が
意
外
に
鼻
の
利
く
男
だ
と
新
し

い
発
見
を
し
た
。「
今
度
は
小
判
で
も
探
し

当
て
て
く
れ
よ
」
と
私
が
冗
談
を
言
う
と
、

「
ガ
ソ
リ
ン
代
が
値
上
が
っ
た
の
で
石
油

で
も
掘
り
当
て
ま
す
よ
」
と
真
剣
に
目
を

輝
か
せ
て
い
た
。

次
回
に
つ
づ
く
。

文 

文 

オアシス大橋 

阿久比老人 
憩の家 

阿
久
比
神
社

阿
久
比
神
社 

阿久比老人 
憩の家 

阿久比公会堂 

丸山公園 

東光寺 

箭比神社 

矢口公園 

県
道

南
粕

谷
半

田
線

 

阿久比駅 阿久比駅 

阿久比町役場 阿久比町役場 

阿久比中学校 

矢口公民館 

高岡老人憩の家 高岡老人憩の家 

矢高八ヶ谷 
ポンプ場 

阿久比高校 

知多半島道路 

学校給食 
センタ ー 

ミ カン畑 

楪池 

愛知用水貯水池 

阿
久
比
神
社 ③ ② 

⑥ 

⑤ 

④ 

⑦ 

⑨ 

⑧ 

① 

丸山公園周辺のケヤキ

虫供養で使用さ れた大塔婆

オレンジコ ース
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第
六
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
「 
楪
池 
」

ゆ
ず
り
は
い
け

は
堤
防
か
ら
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
と

こ
ろ
ま
で
水
が
干
上
が
り
、
ひ
び
割
れ
た

地
面
が
見
え
て
い
る
。
そ
こ
に
た
た
ず
ん

で
い
る
首
が
長
く
足
の
細
い
二
羽
の
鳥
は
、

私
た
ち
に
気
付
き
、
大
き
な
羽
を
広
げ
て

空
に
飛
び
立
つ
。
「
鶴
で
し
ょ
う
か
ね
え
」
。

「
違
う
だ
ろ
う
」
あ
っ
さ
り
と
友
人
の
一

言
を
否
定
し
、
「
オ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
マ
ッ

プ
」
で
次
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
確
認

す
る
。

西
の
空
に
は
中
部
国
際
空
港
を
飛
び

立
っ
た
飛
行
機
が
見
え
る
。
畑
で
は
勢
い

よ
く
ネ
ギ
が
伸
び
、
ダ
イ
コ
ン
は
に
ょ

き
っ
と
土
の
中
か
ら
首
を
の
ぞ
か
せ
る
。

「
俳
句
を
作
る
と
き
に
、『
大
根
』
と
言

え
ば
冬
の
季
語
で
し
た
よ
ね
」
。
「
そ
う

だ
っ
た
と
思
う
よ
。
一
句
ど
う
」
。「
『
あ
あ

大
根　

お
で
ん
が
食
べ
た
い　

煮
物
も
い

い
』
」
（
詠
み
人
友
人
）
。
「
・
・
・
」
。

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
町
の
南

部
地
区
全
域
と
東
部
、
英
比
地
区
の
一
部

に
水
を
給
水
す
る
第
七
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
「
矢
高
八
ケ
谷
ポ
ン
プ
場
」
を
通
過
。

そ
こ
か
ら
南
部
工
業
団
地
の
方
へ
と
下
っ

て
行
く
。
瓦
工
場
が
見
え
る
。
工
場
敷
地

に
た
く
さ
ん
の
瓦
が
積
ま
れ
て
い
る
。　

「
空
手
家
が
頭
突
き
で
瓦
を
十
枚
も
割

る
の
は
か
っ
こ
い
い
よ
ね
。
君
も
ど
う
」
。

「
痛
い
の
で
そ
れ
は
い
や
で
す
ね
。
豆
腐

の
角
く
ら
い
が
い
い
で
す
よ
」
。
「
そ
う
だ

ね
」
。

前
田
川
を
渡
り
、
知
多
半
島
道
路
の
下

を
く
ぐ
る
。
し
ば
ら
く
行
く
と
四
方
に
鈴

な
り
の
ミ
カ
ン
畑
が
見
え
る
。
オ
レ
ン
ジ

ロ
ー
ド

を
進
み
な
が
ら
第
八
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
「 
箭 
比 
神 
社 
」
を
目
指
す
。

や 

ひ 

じ
ん 
じ
ゃ

神
社
に
着
く
。
延
喜
十
二
（
九
一
二
）

年
の
創
建
と
い
わ
れ
歴
史
は
古
い
。「
阿
久

比
の
植
物
の
宝
庫
」
と
言
わ
れ
る
森
林
の

中
に
神
社
は
あ
る
。
参
道
は
日
中
で
も
日

が
当
た
ら
な
い
せ
い
か
、
歩
く
石
段
に
緑

色
の
コ
ケ
が
む
す
。
二
人
と
も
す
べ
っ
て

何
度
か
こ
け
そ
う
に
な
る
。

二
〇
〇
七
年
最
後
の
「
ぶ
ら
り
旅
」
な

の
で
、
一
年
間
旅
を
続
け
ら
れ
た
お
礼
と

二
〇
〇
八
年
の
さ
ら
な
る
飛
躍
（
勝
手
に

二
人
で
活
躍
し
た
と
思
っ
て
い
る
）
を
本

殿
の
前
で
願
い
、
神
社
を
後
に
す
る
。

最
後
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
「
矢
口
公

民
館
」
を
通
り
、
ゴ
ー
ル
地
点
の
丸
山
公

園
に
戻
り
二
〇
〇
七
年
の
ぶ
ら
り
旅
を
終

え
た
。

二
〇
〇
八
年
も
皆
さ
ん
の
前
に

ふ

ら
っ
と

現
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ど

こ
か
で
二
人
の
姿
を
見
か
け
た
ら
声
を
掛

け
て
く
だ
さ
い
。
今
年
も
張
り
切
っ
て
「
ぶ

ら
り
旅
」
に
出
掛
け
ま
す
。

ミ カ ン畑

干上がり 地面が見える楪池

文 

文 

オアシス大橋 

阿久比老人 
憩の家 

阿
久
比
神
社

阿
久
比
神
社 

阿久比老人 
憩の家 

阿久比公会堂 

丸山公園 

東光寺 

箭比神社 

矢口公園 

県
道

南
粕

谷
半

田
線

 

阿久比駅 阿久比駅 

阿久比町役場 阿久比町役場 

阿久比中学校 

矢口公民館 

高岡老人憩の家 高岡老人憩の家 

矢高八ヶ谷 
ポンプ場 

阿久比高校 

知多半島道路 

学校給食 
センタ ー 

ミ カン畑 

楪池 

愛知用水貯水池 

阿
久
比
神
社 ③ ② 

⑥ 

⑤ 

④ 

⑦ 

⑨ 

⑧ 

① 

オレンジコ ース
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二
〇
〇
八
年
最
初
の
ぶ
ら
り
旅
は
「
於

大
の
方
コ
ー
ス
」
か
ら
始
動
。

第
一
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
「
阿
久
比
町

役
場
」
を
ス
タ
ー
ト
。
正
月
は
普
段
に
も

増
し
て
、
よ
く
食
べ
、
よ
く
飲
ん
だ
た
め

か
二
人
と
も
顔
が
む
く
ん
で
い
る
。

開
口
一
番
、「
腹
回
り
が
苦
し
く
て
、
正

月
か
ら
ベ
ル
ト
を
緩
め
た
ま
ま
だ
よ
」
と

友
人
に
話
し
掛
け
る
。「
ベ
ル
ト
は
緩
め
な

く
て
も
済
み
ま
し
た
け
ど
、
知
り
合
い
の

子
ど
も
に
お
年
玉
を
配
っ
た
り
、
バ
ー
ゲ

ン
で
買
い
物
を
し
た
り
し
て
、
財
布
の
ひ

も
が
緩
み
放
し
で
し
た
（
笑
）
」
。
正
月
休

み
の
話
題
で
盛
り
上
が
る
。

阿
久
比
中
学
校
を
左
手
に
見
て
ゆ
っ
く

り
と
坂
を
上
る
。
正
面
に
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
阿
久
比
一
期
一
会
荘
」
の
建
物

が
見
え
る
。
老
人
ホ
ー
ム
近
く
の
熊
田
ケ

池
を
の
ぞ
く
と
カ
モ
が
群
れ
を
成
し
て
泳

い
で
い
る
。
寒
風
が
吹
き
付
け
、
吐
く
息

は
白
い
。
私
た
ち
人
間
に
は
こ
の
時
季
に

水
の
中
で
泳
ぐ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
事
だ

が
、
カ
モ
た
ち
は
楽
し
そ
う
に
「
ガ
ァ
ー

ガ
ァ
ー
」
と
鳴
き
声
を
ハ
モ
ら
せ
る
。

第
二
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
「
卯
之
山

公
園
」
奥
に
秋
葉
神
社
が
あ
る
。
鳥
居
に

し
め
縄
が
飾
ら
れ
、
参
道
石
段
の
両
脇
に

は
「
奉
納
」
と
記
さ
れ
た
何
本
も
の
白
い

旗
ざ
お
が
風
に
揺
れ
る
。

大
き
な
社
は
な
い
が
、
小
さ
な
石
碑
が

寄
せ
集
め
ら
れ
、
神
が
ま
つ
ら
れ
る
。
秋

葉
神
社
は

火
の
神
様

。
「
今
年
一
年
火

事
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
」
と
拝
み
、
神

社
と
公
園
を
後
に
す
る
。

知
多
半
島
道
路
の
上
に
架
か
る
道
路
を

渡
る
と
、
第
三
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
「
中

部
工
業
団
地
」
の
各
企
業
の
工
場
が
連
な

る
。
休
日
と
あ
っ
て
荷
物
を
運
ぶ
ト
ラ
ッ

ク
の
出
入
り
は
な
い
。
半
島
道
路
を
通
る

自
動
車
の
音
が
響
く
だ
け
で
工
業
団
地
内

は
静
か
だ
。

し
ば
ら
く
農
道
を
歩
く
。
こ
の
周
辺
の

田
で
は
、
レ
ン
ゲ
ソ
ウ
を
田
に
す
き
込
ん

だ
有
機
肥
料
を
使
い
、
米
づ
く
り
を
実
践

し
て
い
る
。
所
ど
こ
ろ
で
「
阿
久
比
米
れ

ん
げ
ち
ゃ
ん
」
と
書
か
れ
た
立
て
看
板
を

目
に
す
る
。
春
に
な
れ
ば
レ
ン
ゲ
ソ
ウ
が

私
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
だ
ろ

う
。
そ
の
日
も
近
い
。

「
僕
は
今
年
厄
年
だ
か
ら
、
静
か
に
一

年
を
過
ご
そ
う
と
思
う
け
ど
、
君
の
今
年

の
目
標
は
？
」
と
友
人
に
尋
ね
る
。「
ね
ず

み
年
で
す
よ
ね
え
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
ミ
ッ

キ
ー
マ
ウ
ス
み
た
い
に
、
常
に
笑
顔
を
忘

れ
ず
い
た
い
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
早
寝
早

起
き
を
し
て
、
暴
飲
暴
食
に
気
を
付
け
た

い
で
チ
ュ
ウ
」
。
「
ね
ず
み
年
に
ふ
さ
わ
し

い
目
標
だ
ね
。
頑
張
っ
て
ね
」
。
第
四

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
「
阿
久
比
ス
ポ
ー

ツ
村
」
が
目
の
前
に
き
て
い
た
。

次
号
に
続
く
。

砂
走

川 

知多半島道路 

洞雲院 

町立図書館 

城山 
保育園 
城山 
保育園 

③ 

⑥ 

⑤ 

④ 

⑦ 

① 

八
幡
神
社 

② 
卯
之
山
公
園 

坂
部
公
民
館 

阿久比 
スポーツ村 

スポーツ医科学 
研究所 

ハ
ウ

ス
 

中
部
工
業
団
地 

特別養護 
老人ホーム 
特別養護 
老人ホーム 

文 
阿久比中学校 

阿久比町役場 阿久比町役場 

秋
葉
神
社 

秋
葉
神
社 

下ノ 池 

坂部城跡 坂部城跡 

坂
田

川
 

② 
卯
之
山
公
園 

② 

スポーツ医科学 
研究所 

阿久比 
スポーツ村 

至
大
府 

至
半
田 

熊田ケ池 

熊田ケ池を泳ぐ カ モたち

秋葉神社の鳥居と 参道

於大の方コ ース
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陸
上
競
技
場
の
フ
ィ
ー
ル
ド
の
芝
は
薄

茶
色
。
鮮
や
か
な
緑
色
に
変
わ
る
ま
で
に

は
も
う
少
し
時
間
が
か
か
り
そ
う
だ
。
第

四
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
「
阿
久
比
ス
ポ
ー

ツ
村
」
の
敷
地
を
歩
く
。

野
球
場
を
見
な
が
ら
、
「
実
は
こ
こ
で

野
球
を
し
た
こ
と
が
あ
る
ん
だ
」
。
友
人

に
少
し
自
慢
げ
に
話
す
。
「
ど
ん
な
感
じ

だ
っ
た
ん
で
す
か
」
と
尋
ね
ら
れ
、
「
広

く
て
プ
レ
ー
す
る
に
は
最
高
な
場
所
だ
ね
。

打
席
に
も
三
回
立
て
て
、
気
持
ち
よ
く
三

振
で
き
た
よ
。
あ
の
と
き
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー

が
さ
あ
・
・
・
・
」
。
し
ば
ら
く
私
の
一

方
的
な
野
球
談
議
で
盛
り
上
が
る
。
球
春

が
待
ち
遠
し
い
。

於
大
の
方
ゆ
か
り
の
地
へ
向
か
う
。
細

道
の
坂
を
下
る
と
第
五
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
「
洞
雲
院
」
が
見
え
て
き
た
。

洞
雲
院
は
徳
川
家
康
の
生
母
、
於
大
の

方
が
嫁
い
だ
久
松
家
の
菩
提
寺
。
知
多
四

国
八
十
八
カ
所
第
十
五
番
札
所
で
も
あ
る
。

境
内
に
は
町
指
定
文
化
財
「
久
松
・
松
平

家
葬
地
」
が
あ
り
、
そ
の
中
に
於
大
の
方

の
遺
髪
墓
も
あ
る
。

葬
地
に
行
っ
て
み
る
。
鳥
の
さ
え
ず
り

が
響
き
渡
る
。
十
年
前
か
ら
一
人
で
知
多

四
国
を
巡
っ
て
い
る
と
い
う
年
配
の
女
性

に
出
会
う
。
於
大
の
方
が

わ
が
子
家

康

の
幸
せ
と
女
性
の
幸
福
招
来
を
こ
の

寺
で
祈
っ
た
話
を
知
り
、
毎
回
遺
髪
墓
の

前
で
手
を
合
わ
せ
る
と
の
こ
と
。
「
静
か

な
、
い
い
場
所
で
す
ね
え
」
と
笑
顔
で
言

葉
を
残
し
、
私
た
ち
の
前
か
ら
立
ち
去
る
。

女
性
は
於
大
の
方
に
何
を
語
り
掛
け
た
の

だ
ろ
う
か
。
少
し
気
に
な
っ
た
。

第
六
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
「
坂
部
城

跡
」
は
洞
雲
院
か
ら
少
し
歩
い
た
場
所
に

あ
る
。
現
在
は
城
山
公
園
と
な
っ
て
い
る
。

第
七
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
「
町
立
図
書

館
」
と
は
隣
り
合
わ
せ
に
あ
る
。

於
大
の
方
は
家
康
を
生
ん
だ
後
、
天
文

十
六
（
一
五
四
七
）
年
坂
部
城
主
久
松
俊

勝
と
再
婚
。
政
略
結
婚
の
た
め
幼
い
息
子

と
離
れ
ば
な
れ
と
な
る
。
家
康
は
桶
狭
間

の
戦
い
を
控
え
た
永
禄
三
（
一
五
六
〇
）

年
母
に
会
う
た
め
に
坂
部
城
に
立
ち
寄
っ

た
と
言
わ
れ
る
。

公
園
を
通
り
抜
け
、
図
書
館
を
の
ぞ
く

と
、
母
親
が
幼
い
子
に
絵
本
を
読
み
聞
か

せ
て
い
る
姿
を
目
に
す
る
。
「
於
大
の
方

が
見
れ
ば
、
う
ら
や
ま
し
い
光
景
で
し
ょ

う
ね
」
。
珍
し
く
友
人
が
真
剣
な
面
持
ち

で
話
す
。
「
そ
う
だ
よ
ね
・
・
・
」
。
今
回

は
最
後
に
少
し

考
え
る

ぶ
ら
り
旅
と

な
っ
た
。

次
の
日
「
絵
本
を
読
ん
で
い
た
お
母
さ

ん
、
き
れ
い
で
し
た
よ
ね
」
と
友
人
が
私

に
話
し
掛
け
て
き
た
。
（
あ
の
時
の
真
剣

な
友
人
の
面
持
ち
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
）

坂部城跡に建つ町立図書館

阿久比スポーツ村野球場

砂
走

川 

知多半島道路 

洞雲院 

町立図書館 

城山 
保育園 
城山 
保育園 

③ 

⑥ 

⑤ 

④ 

⑦ 

① 

八
幡
神
社 

② 
卯
之
山
公
園 

坂
部
公
民
館 

阿久比 
スポーツ 村 

スポーツ医科学 
研究所 

スポーツ医科学 
研究所 

ハ
ウ

ス
 

中
部
工
業
団
地 

特別養護 
老人ホーム 
特別養護 
老人ホーム 

文 
阿久比中学校 

阿久比町役場 阿久比町役場 

秋
葉
神
社 

秋
葉
神
社 

下ノ 池 

坂部城跡 坂部城跡 

坂
田

川
 

② 
卯
之
山
公
園 

② 

阿久比 
スポーツ 村 

至
大
府 

至
半
田 

熊田ケ池 

陸上競技場 陸上競技場 

於大の方コ ース
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ふ
れ
あ
い
マ
ッ
プ
を
歩
く
シ
リ
ー
ズ
の

最
後
と
な
る
「
体
力
づ
く
り
コ
ー
ス
」
に

ぶ
ら
り
旅
に
出
掛
け
た
。

「
英
比
小
学
校
」
を
ス
タ
ー
ト
し
て
「
ふ

れ
あ
い
の
森
」
に
向
か
う
。
県
道
名
古
屋

半
田
線
を
横
断
し
て
か
ら
の
道
の
り
は
緩

や
か
に
長
く
坂
が
続
く
。
歩
き
始
め
て
間

も
な
い
の
に
息
が
切
れ
る
。
横
を
通
り
過

ぎ
る
車
の
エ
ン
ジ
ン
も
い
さ
さ
か
音
が
に

ぶ
い
。

第
二
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
「
ふ
れ
あ

い
の
森
」
に
到
着
。
施
設
内
で
は
小
梅
の

花
が
咲
く
。
昨
年
よ
り
も
一
週
間
早
く
咲

き
始
め
た
と
の
こ
と
。
木
の
枝
で
小
鳥
が

羽
を
休
め
る
。
ま
だ
二
部
咲
き
の
花
の
回

り
で
つ
ぼ
み
が
膨
ら
み
、
咲
く
順
番
を
待

つ
。
春
の
息
吹
を
感
じ
る
。

「
♪
消
え
そ
う
に
〜　

咲
き
そ
う
な
〜

蕾
（
つ
ぼ
み
）
が
〜　

今
年
も
僕
を
待
っ

て
る
〜
♪
」
目
を
閉
じ
て
歌
う
友
人
の
声

が
裏
返
る
。
歌
声
を
聞
い
て
か
、
つ
ぼ
み

た
ち
が
ク
ス
ク
ス
と
笑
っ
て
い
る
か
の
よ

う
だ
。

梅
の
花
が
開
花
し
た
と
は
い
え
、
体
感

温
度
は
ま
だ
冷
た
い
。
子
ど
も
た
ち
は
寒

さ
を
吹
き
飛
ば
す
か
の
よ
う
に
芝
生
の
広

場
で
走
り
回
る
。
と
て
も
元
気
。「
子
ど
も

は
こ
う
で
な
け
れ
ば
」
と
思
う
今
日
こ
の

ご
ろ
。

ふ
れ
あ
い
の
森
を
後
に
し
て
第
三

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
「
阿
久
比
広
域
調

整
池
」
を
目
指
す
。
南
方
の
土
地
で
は
、

大
規
模
な
宅
地
開
発
が
進
む
。
今
は
仕
事

を
休
め
て
い
る
が
、
広
大
な
区
画
に
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
が
点
在
す
る
。
間
も
な
く
新
し

い
町
並
み
が
出
来
上
が
る
。

細
い
道
が
何
本
も
あ
る
た
め
に
、
ど
の

道
を
進
ん
で
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
。
道

に
迷
う
。「
カ
ー
カ
ー
」
と
カ
ラ
ス
が
鳴
き
、

私
た
ち
の
動
き
を
の
ぞ
き
込
む
。
と
て
も

不
気
味
だ
。「
水
を
大
切
に
」
と
書
か
れ
た

貯
水
タ
ン
ク
を
目
標
に
歩
き
、
や
っ
と
の

こ
と
で
第
三
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に
た
ど

り
着
く
。

非
公
開
の
第
四
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

「
板
山
長
根
古
窯
」
の
場
所
を
遠
く
か
ら

眺
め
、
第
五
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
「
Ｎ
Ｔ

Ｔ
東
海
総
合
グ
ラ
ン
ド
」
（
現
在
閉
鎖
中
）

の
入
り
口
付
近
を
通
り
、
第
六
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
の
「
ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
団
地
」
ま

で
一
気
に
進
む
。

今
回
の
コ
ー
ス
は
十
・
五

キ
ロ

の
長
丁
場
。

周
辺
梅
畑
の
花
見
を
し
な
が
ら
休
憩
を
取

る
。

う
め
ー
梅　

早
く
食
べ
た
い　

梅
干

し
で

（
詠
み
人
友
人
）

面
白
い
句
を
詠
ん
で
く
れ
た
の
で
、
疲

れ
が
少
し
取
れ
た
。

次
号
に
つ
づ
く
。

白
沢

駅 

坂
部

駅 

⑫ 

⑬ 

⑪ 
⑭ ⑭ 

① 

⑨ 

⑧ 

② 

③ 

⑤ 

④ 

⑥ 

⑦ 

⑩ ⑩ 

八幡社 

北原 
天満宮 

宝安寺 宝安寺 

白沢グランド  

知多半島道路 

高根台 
中央公園 
高根台 
中央公園 

興昌寺興昌寺 興昌寺 

安
楽
寺

安
楽
寺 

熊
野
神
社

熊
野
神
社 

安
楽
寺 

熊
野
神
社 

板山グランド  

板山公民館 
ふれあいの森 ふれあいの森 

下南池 

ト マト ハウス 
団地 

ト マト ハウス 
団地 

板山長根古窯 

N TT 東海総合グランド  

阿久比広域調整池 阿久比広域調整池 

英比小学校 英比小学校 

福住老人憩の家 福住老人憩の家 

上長根池 上長根池 

草木川 

阿久比川 ふれあいの森に咲く 小梅の花

愛知県水道貯水施設の貯水タ ンク
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第
七
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
「
熊
野
神

社
」
に
立
ち
寄
る
。
境
内
奥
の
小
高
い
丘

に
酒
造
神
「
松
尾
皇
太
神
」
の
石
碑
が
立

つ
。
か
つ
て
こ
の
地
か
ら
杜
氏
（
と
う
じ
）

と
呼
ば
れ
る
酒
造
り
の
職
人
が
、
全
国
各

地
に
出
掛
け
て
行
っ
た
。
杜
氏
た
ち
は
こ

の
神
社
で
美
酒
醸
造
を
祈
願
し
た
と
い
わ

れ
る
。

「
最
近
飲
み
会
に
行
く
と
、
ビ
ー
ル
よ

り
も 
熱 
燗 
に
し
た
日
本
酒
を
飲
む
ん
だ
よ

あ
つ 
か
ん

ね
」
。
「
だ
ん
だ
ん
と

お
や
じ

に
な
っ

て
き
ま
し
た
ね
」
と
友
人
に
言
わ
れ
た
が

返
す
言
葉
が
な
い
。

人
の
声
が
騒
が
し
い
。
第
八
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
「
安
楽
寺
」
の
山
門
前
か
ら
長

い
人
の
列
が
続
く
。
私
鉄
会
社
が
「
知
多

四
国
」
を
歩
い
て
巡
る
企
画
を
催
し
、
今

日
は
阿
久
比
町
に
あ
る
「
知
多
四
国
」
を

巡
る
日
の
よ
う
だ
。「
納
経
所
」
前
か
ら
人

の
列
が
始
ま
る
。
今
年
は
知
多
四
国
霊
場

開
創
二
百
年
の
節
目
の
年
に
当
た
り
、
記

念
の
朱
印
を
押
し
て
も
ら
え
る
ら
し
い
。

知
多
四
国
巡
り
の
参
加
者
に
ま
ぎ
れ
て

福
山
川
沿
い
を
歩
き
、
第
九
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
の
「
興
昌
寺
」
に
向
か
う
。

興
昌
寺
の
参
道
や
境
内
も
多
く
の
人
で

ご
っ
た
返
す
。
山
門
右
の
行
者
堂
に
知
多

四
国
八
十
八
カ
所
霊
場
三
開
山
の
一
人
で

福
住
出
身
の
岡
戸
半
蔵
木
像
が
ま
つ
ら
れ

る
。文

化
六
（
一
八
〇
九
）
年
、
古
見
（
知

多
市
）
妙
楽
寺
の 
亮 

り
ょ
う

山 
ざ
ん

上 
し
ょ
う

人 
の
夢
に
弘
法

に
ん

大
師
が
現
れ
「
知
多
の
地
に
霊
場
を
開
き

な
さ
い
。
協
力
者
と
し
て
二
人
の
行
者
を

遣
わ
す
」
と
告
げ
た
こ
と
が
知
多
四
国
の

始
ま
り
と
さ
れ
る
。
岡
戸
半
蔵
と
讃
岐
（
香

川
県
）
の 
武 
田 
安 
兵 
衛 
が
「
二
人
の
行
者
」

た
け 

だ 

や
す 

べ 

え

と
な
り
三
人
で
知
多
半
島
の
寺
を
巡
り
、

八
十
八
カ
所
の
霊
場
を
制
定
す
る
。

「
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
な
ん
で

す
か
」
。
行
者
堂
で
手
を
合
わ
す
名
古
屋
市

か
ら
来
た
親
子
は
岡
戸
半
蔵
の
存
在
を
知

り
驚
い
て
い
た
。
知
多
四
国
霊
場
開
創
二

百
年
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
尽
力
し
て
き
た

先
人
が
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
。
行
者

堂
に
目
を
向
け
ず
素
通
り
し
て
い
く
人
が

多
い
の
は
少
し
残
念
だ
。

再
び
川
沿
い
を
歩
き
、
第
十
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
「
福
住
老
人
憩
の
家
」
の
前
を

通
り
北
へ
向
か
う
。

二
人
の
会
話
が
途
切
れ
る
。
散
歩
を
す

る
犬
と
男
性
に
す
れ
違
う
。
そ
の
場
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
私
が
「
面
白
い
話
を
す
る

よ
。
さ
っ
き
の
犬
、
顔
も
白
か
っ
た
け
ど
、

し
っ
ぽ
も
白
か
っ
た
よ
ね
。
し
っ
ぽ
の
こ

と 
尾 
と
も
言
う
よ
ね
。

尾

も
白
い
で

お

『
オ
モ
シ
ロ
イ
』
。
ど
う
、
面
白
い
話
だ
ろ
」

と
話
し
掛
け
る
。「
す
ご
い
お
や
じ
ギ
ャ
グ

で
す
ね
」
と
か
わ
さ
れ
た
。

体
力
づ
く
り
コ
ー
ス
は
先
が
長
い
。
次

号
に
つ
づ
く
。

白
沢

駅 

坂
部

駅 

⑫ 

⑬ 

⑪ 
⑭ ⑭ 

① 

⑨ 

⑧ 

② 

③ 

⑤ 

④ 

⑥ 

⑦ 

⑩ ⑩ 

八幡社 

北原 
天満宮 

宝安寺 宝安寺 

白沢グランド  

知多半島道路 

高根台 
中央公園 
高根台 
中央公園 

興昌寺 興昌寺 

安
楽
寺

安
楽
寺 

熊
野
神
社

熊
野
神
社 

安
楽
寺 

熊
野
神
社 

板山グランド  

板山公民館 
ふれあいの森 ふれあいの森 

下南池 

ト マト ハウス 
団地 

ト マト ハウス 
団地 

板山長根古窯 

N TT 東海総合グランド  

阿久比広域調整池 阿久比広域調整池 

英比小学校 英比小学校 

福住老人憩の家 福住老人憩の家 

上長根池 上長根池 

草木川 

阿久比川 興昌寺の山門と 行者堂

酒造神「 松尾皇太神」の石碑
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高
根
台
西
公
園
前
の
信
号
を
左
に
曲
が

り
住
宅
街
を
通
り
抜
け
る
。
少
し
歩
く
と

住
宅
が
な
く
な
り
、
畑
を
横
目
に
細
い
坂

道
を
上
り
第
十
一
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の

「
白
沢
グ
ラ
ン
ド
」
を
目
指
す
。

人
の
声
が
聞
こ
え
る
。
グ
ラ
ン
ド
で
は

揃
い
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
着
た
子
ど
も
た
ち

が
野
球
の
練
習
に
励
む
。
コ
ー
チ
の
大
き

な
声
が
飛
ぶ
。
そ
れ
に
負
け
じ
と
駆
け
回

る
子
ど
も
た
ち
の
姿
は
実
に
気
持
ち
が
い

い
。

「
こ
の
少
年
た
ち
、
大
リ
ー
ガ
ー
の
イ

チ
ロ
ー
は
知
っ
て
い
る
と
思
う
け
ど
、
星

飛
雄
馬
の
大
リ
ー
グ
ボ
ー
ル
は
知
ら
な
い

だ
ろ
う
な
あ
」
。
私
が
く
だ
ら
な
い
こ
と
を

言
う
と
「
僕
も
知
ら
な
い
で
す
よ
」
。「
え
ぇ
。

そ
う
な
の
」
。
友
人
と
年
の
差
を
感
じ
た
。

第
十
二
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
「
北
原

天
満
宮
」
に
梅
の
花
が
咲
く
。
北
原
天
満

宮
は
天
暦
九
（
九
五
五
）
年
、
菅
原
道
真

公
を
祭
神
と
し
て
、
阿
久
比
の
郷
を
開
い

た
と
い
わ
れ
る
英
比
麿
（
道
真
の
孫
）
住

居
跡
に
建
て
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。

道
真
公
が
梅
を
愛
し
、
英
比
麿
の
子
孫

で
坂
部
城
主
に
な
っ
た
久
松
家
が
梅
を
家

紋
と
し
た
ゆ
か
り
も
あ
り
、
梅
の
花
は
「
町

の
花
」
に
も
制
定
さ
れ
て
い
る
。

〈 
東 
風 
吹
か
ば　

匂
ひ
お
こ
せ
よ
梅
の
花

こ 

ち

　

あ
る
じ
な
し
と
て　

春
を
わ
す
る
な
〉

道
真
公
が
詠
ん
だ
和
歌
が
境
内
の
立
て

札
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
「
〈
う
め
ー
梅　

早
く
食
べ
た
い　

梅
干
で
〉
と
詠
ん
だ
の

は
君
だ
っ
た
よ
ね
え
。
い
つ
か
ど
こ
か
で

紹
介
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
よ
」
。
「
い

や
ー
、
僕
の
作
品
な
ん
か
・
・
・
」
。
友
人

の
笑
顔
は
ま
ん
ざ
ら
で
も
な
さ
そ
う
。

第
十
三
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
「
八
幡

社
」
に
着
く
。
こ
の
神
社
で
は
、
毎
年
旧

暦
の
一
月
七
日
の
早
朝
に
「
山
の
神
祭
り
」

が
行
わ
れ
る
。
わ
ら
で
長
さ
一

ほ
ど
の

「
ツ
ト
」
と
呼
ば
れ
る
縄
を
編
み
、
神
社

拝
殿
前
に
飾
ら
れ
た
縄
に
ツ
ト
を
掛
け
て

「
山
の
神
の
頂
栄
さ
無
事
息
災
に
頂
栄

さ
・
・
・
」
と
唱
え
な
が
ら
一
年
の
豊
作

や
健
康
が
祈
ら
れ
る
。
二
月
十
三
日
に
祭

り
が
行
わ
れ
た
と
聞
く
。
狛
犬
に
ツ
ト
が

残
さ
れ
る
。
縁
起
物
だ
と
思
い
、
私
た
ち

も
そ
の
ツ
ト
に
触
れ
て
境
内
を
後
に
す
る
。

十
・
五

あ
っ
た
「
体
力
づ
く
り
コ
ー

ス
」
も
い
よ
い
よ
最
後
の
第
十
四
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
の
「
宝
安
寺
」
を
残
す
の
み

と
な
っ
た
。
重
か
っ
た
足
取
り
も
い
つ
の

ま
に
か
軽
や
か
。「
♪
梅
は
咲
い
た
か
ぁ
ー
、

桜
は
ま
だ
か
い
な
ぁ
ー
♪
」
二
人
で
鼻
歌

を
口
ず
さ
む
。
あ
っ
と
い
う
間
に
宝
安
寺

に
到
着
し
た
。

今
回
の
ぶ
ら
り
旅
で
は
、
運
動
不
足
も

少
し
だ
け
解
消
で
き
た
し
、
春
の
訪
れ
も

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
次
は
ど
こ
へ
出

掛
け
よ
う
か
考
え
な
が
ら
帰
途
に
就
く
。

白
沢

駅 

坂
部

駅 
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⑭ ⑭ 

① 

⑨ 

⑧ 

② 

③ 

⑤ 

④ 

⑥ 

⑦ 

⑩ ⑩ 

八幡社 

北原 
天満宮 

宝安寺 宝安寺 

白沢グランド  

知多半島道路 

高根台 
中央公園 
高根台 
中央公園 

興昌寺 興昌寺 

安
楽
寺

安
楽
寺 

熊
野
神
社

熊
野
神
社 

安
楽
寺 

熊
野
神
社 

板山グランド  

板山公民館 
ふれあいの森 ふれあいの森 

下南池 

ト マト ハウス 
団地 

ト マト ハウス 
団地 

板山長根古窯 

N TT 東海総合グランド  

阿久比広域調整池 阿久比広域調整池 

英比小学校 英比小学校 

福住老人憩の家 福住老人憩の家 

上長根池 上長根池 

草木川 

阿久比川 八幡神社狛犬の上に残さ れたツト

北原天満宮に咲く 梅の花


